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平成２６年度　事務事業評価シート

事務事業名 ゲートボール促進 所
管

健康部

年度

年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画

昭和

健康課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

都

153

17

２５年度

120

2

　

ゲートボールを通じて高齢者の健康保持と増進をはかるとともに、地域社会との交流を深め明るく充実した高齢期をおくれる
よう、ゲートボールの促進事業を行う。

（回）ゲートボール指導員研修会

ゲートボール研修会

（人）

3

19

0

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

台東区ゲートボール協会助成金交付要綱、台東区ゲートボール指導員要綱

台東区ゲートボール大会、姉妹区提携交流ゲートボール大会時の会場設営・
撤去委託

　

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

（１）台東区ゲートボール大会の開催（台東区ゲートボール協会との共催）年１回
（２）ゲートボール指導員育成　３３名（任期平成２４年４月～平成２６年３月　２年間）
（３）台東区ゲートボール協会への助成
（４）姉妹区（墨田区）提携交流ゲートボール大会開催　年１回　両区持ち回りで幹事区となり実施

（チーム）

 [施　　策]

区内在住在勤のゲートボールチーム構成員及び個人

（回）

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

1

2

15

1

3

16

0

なし

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

　２５年度については、コストや効率性に大きな変化はないが、26年度より、助成金が事業助成となったことに
より事業経費を精査し、助成金額を焼く２０％削減した。活動量、成果についても維持できる見込み。効率性

2

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 5,683 5,847 7,545

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

　会員数は徐々に減少しているが、従来からの会員においては積極的に活動しており、既存会員の枠の中に
おいてのニーズは少なくない。

維持

評
価
結
果

　加齢による会員の減少、新規会員の獲得困難な状況により、成果指標の目標は一部未達成である。

3 　会員数の減少に伴い、事業量、事務量においても減少傾向にはあるが、民間委託に馴染む事業ではない。
また、事業内容に検討の余地はあるが、予算執行率はおおむね適正である。

[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

　ゲートボールは高齢者に適したスポーツとして区が普及促進してきた経緯がある。現在も一
定程度の競技人口があり、区として支援をすることで、高齢者の生きがいづくり、健康づくりに
寄与している。

台東区ゲートボール協会助成金交付要綱を改正し、事業助成へ変更することで、定額であった助成額を実績に応じて
の助成金額になった。

目的達成度 2

必要性

6,817

731 223

425

6,122 7,620

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)
275 75

1,156 804

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

ゲートボール大会参加チーム数

ゲートボール協会会員数

指標の名称

4,966

580

5,756

　決算額　　(単位：千円) 806

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

4,950

220

586

73

139100


